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TOMAKOMAI MIRAIFEST2023開催

第
３
９
０
回
常
議
員
会
　
開
催

　
苫
小
牧
商
工
会
議
所
は
８
月
10
日
、
経
済
セ
ン
タ
ー
６
階
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
３
９
０
回
常
議
員
会
を
開
催
し
た
。

　
報
告
事
項
と
し
て
、
議
員
職
務
執
行
者
の
変
更
、
第
71
回
全
道

商
工
会
議
所
大
会
開
催
報
告
、
地
域
振
興
委
員
会
主
催
講
演
会

「
北
海
道
と
と
も
に

歩
む
次
世
代
半
導
体

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、

本
年
度
第
1
四
半
期

会
員
入
会
に
つ
い
て

報
告
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
顧
問
参
与
、

委
員
会
委
員
の
変

更
、
常
議
員
の
選
任

に
つ
い
て
協
議
が
な

さ
れ
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

　
商
業
部
会（
吉
本
光
国
部
会
長

＝
㈱
吉
本
仏
壇
店
）、
飲
食
業
部
会

（
髙
橋
憲
司
部
会
長
＝
㈲
志
の
ぶ
）

は
、
8
月
7
日
に
2
部
会
合
同
視

察
を
実
施
し
、
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー

ル
ド
H
O
K
K
A
I
D
O
・
小
樽

堺
町
通
り
商
店
街
を
視
察
。
部
会

メ
ン
バ
ー
17
名
が
参
加
し
た
。

　
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

H
O
K
K
A
I
D
O
で
は
普
段
は

入
る
こ
と
が
で
き
な
い
ダ
グ
ア
ウ

ト
や
フ
ィ
ー
ル
ド
内
を
見
学
し
、

球
場
グ
ル
メ
や
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

を
味
わ
っ
た
。
当
日
は
可
動
式
屋

根
が
解
放
さ
れ
、
自
然
光
が
差
し

込
む
素
晴
ら
し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
中
、
北
海
道
の
新
た
な
シ
ン
ボ

ル
を
視
察
し
た
。

　
そ
の
後
、
小
樽
へ
移
動
し
、
小

樽
堺
町
通
り
商
店
街
振
興
組
合
と

の
情
報
交
換
会
を
実
施
し
た
。
商

店
街
が
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
観
光

産
業
の
衰
退
か
ら
ど
の
よ
う
に
復

活
し
た
の
か
、
小
樽
の
現
状
な
ど

の
説
明
を
受
け
た
。
苫
小
牧
と
環

境
は
異
な
る
も
の
の
、
参
加
者
の

興
味
は
尽
き
ず
、
質
問
も
活
発
に

交
わ
さ
れ
る
な
ど
、
他
地
域
の
事

業
者
と
の
交
流
を
図
っ
た
。

■
議
員
職
務
執
行
者
の
変
更

　
３
号
議
員
　
飯
沼
牧
子
氏

　（
出
光
興
産
㈱
北
海
道
製
油
所
副
所
長
）

■
参
与
の
変
更
委
嘱

　
参
与
　
佐
々
木
秀
郎
氏

　
　（
苫
小
牧
港
管
理
組
合
専
任
副
管
理
者
）

■
委
員
会
委
員
の
変
更
委
嘱

　
地
域
振
興
委
員

　
・
飯
沼
牧
子
氏

　
　（
出
光
興
産
㈱
北
海
道
製
油
所
副
所
長
）

■
常
議
員
の
選
任

　（11
月
開
催
予
定

　第
1
8
5
回
臨
時
議
員
総
会
決
議
事
項
）

　
・
飯
沼
牧
子
氏

　
　（
出
光
興
産
㈱
北
海
道
製
油
所
副
所
長
）

開会の挨拶をする北條副会頭

フィールド内を見学

小樽堺町通り商店街振興組合の皆さんと交流

専用コンロによる水素調理

　道内で製造された水素を充填したトヨタ自動車の燃料電池自動車
「MIRAI」が会場に集結し、アーティストの楽器や会場内の照明などに
電気を供給した。
　水素燃料電池で発電された電気での楽器演奏は、脱炭素の観点のみな
らず、実際に音質にも好影響を与えることが実証されており、先進的な
コンサートとなった。

　昨年８月に苫小牧市に誕生した会社「北海道ブルワリー」の
クラフトビールが本フェスで提供された。軽やかな甘味と酸味
で、さわやかテイストの「カムイゲイル」（商品名）は、夏・港・
フェスとの相性がよく、多くの来場者に親しまれていた。

苫小牧クラフトビールの提供

苫小牧地ビールも提供された

商
業
部
会
・
食
品
飲
食
業
部
会
合
同
視
察

エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
H
O
K
K
A
I
D
O
・

小
樽
堺
町
通
り
商
店
街
を
視
察

毎月発行する会議所広報にチラシ、パンフレットを
同封します。
約2,300の会員事業所に貴社の商品やサービスを
PRしてみませんか？
例えば、A4版1枚を2,300枚郵送すると…
84円×2,300件＝193,200円
このサービスを使うと22,000円で済みます。 ご利用に際しましては、一定の規約があります。詳細は苫小牧商工会議所総務課まで。 61-1030
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TOMAKOMAI MIRAIFEST2023開催

第
３
９
０
回
常
議
員
会
　
開
催

　
苫
小
牧
商
工
会
議
所
は
８
月
10
日
、
経
済
セ
ン
タ
ー
６
階
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
３
９
０
回
常
議
員
会
を
開
催
し
た
。

　
報
告
事
項
と
し
て
、
議
員
職
務
執
行
者
の
変
更
、
第
71
回
全
道

商
工
会
議
所
大
会
開
催
報
告
、
地
域
振
興
委
員
会
主
催
講
演
会

「
北
海
道
と
と
も
に

歩
む
次
世
代
半
導
体

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、

本
年
度
第
1
四
半
期

会
員
入
会
に
つ
い
て

報
告
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
顧
問
参
与
、

委
員
会
委
員
の
変

更
、
常
議
員
の
選
任

に
つ
い
て
協
議
が
な

さ
れ
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
小
樽
へ
移
動
し
、
小

樽
堺
町
通
り
商
店
街
振
興
組
合
と

の
情
報
交
換
会
を
実
施
し
た
。
商

店
街
が
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
観
光

産
業
の
衰
退
か
ら
ど
の
よ
う
に
復

活
し
た
の
か
、
小
樽
の
現
状
な
ど

の
説
明
を
受
け
た
。
苫
小
牧
と
環

境
は
異
な
る
も
の
の
、
参
加
者
の

興
味
は
尽
き
ず
、
質
問
も
活
発
に

交
わ
さ
れ
る
な
ど
、
他
地
域
の
事

業
者
と
の
交
流
を
図
っ
た
。

　9月2日、3日にキラキラ公園を拠点に、音楽フェス・アート・
食・未来のテクノロジーを取り入れた複合型エンターテインメ
ントイベント「TOMAKOMAI MIRAIFEST 2023」が開催されま
した。本フェスでは、フェスにも出演したSUGIZO氏プロデュー
スのもと、全国初の「地域共創GX プログラム」が始動するなど、

「ワクワクした」新たな取り組みが実施されましたので、その一
部をご紹介します。

音源や照明などMIRAIから給電した

専用コンロによる水素調理

　道内で製造された水素を充填したトヨタ自動車の燃料電池自動車
「MIRAI」が会場に集結し、アーティストの楽器や会場内の照明などに
電気を供給した。
　水素燃料電池で発電された電気での楽器演奏は、脱炭素の観点のみな
らず、実際に音質にも好影響を与えることが実証されており、先進的な
コンサートとなった。

水素エネルギーで発電した
電源を用いたコンサート1

　水素を燃焼させて調理を行う「水素調理」のデモンストレー
ションが行われた。水素ガスのボンベと調理台がつながってい
る専用のコンロを用いた水素調理は、燃焼温度が約2,000度と
高く、水素と酸素が結合して水蒸気が発生するため、食材の水
分やうまみを閉じ込め、外側はカリカリ・内側はジューシーに
素材を焼き上げられるという。
　試食した人は「ほっき貝など海鮮類は抜群においしく感じ、
エリンギは今まで食べたことの無い食感で衝撃を受けた」と水
素調理の技術に感動していた。

水素調理による料理の提供2

　苫小牧市では初めての取り組みとなる自動走行バスの実証運行
が会場周辺で行われた。自動走行バスは乗車定員が11名で、キ
ラキラ公園の入口から周辺を回る約2kmのコースを時速20km
で走行した。

自動走行バスの実証運行3

　昨年８月に苫小牧市に誕生した会社「北海道ブルワリー」の
クラフトビールが本フェスで提供された。軽やかな甘味と酸味
で、さわやかテイストの「カムイゲイル」（商品名）は、夏・港・
フェスとの相性がよく、多くの来場者に親しまれていた。

苫小牧クラフトビールの提供4

水素はボンベから供給

会場周辺を走る自動走行バス

苫小牧地ビールも提供された

人気アーティストの公演に足を運ぶ人々

3
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は
じ
め
に

　
今
月
号
で
は
、
8
月
号
で
示
し
た
（
1
）
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
、（
2
）
フ
ェ
リ
ー
・
R
O
R
O

船
に
よ
る
輸
送
、（
3
）
貨
物
鉄
道
輸
送
各
々

の
問
題
の
復
習
と
そ
れ
ら
に
よ
る
影
響
の
整
理

を
行
い
ま
す
。
次
い
で
、
7
月
号
で
の
「
ふ
た

つ
の
共
通
の
認
識
」
を
踏
ま
え
て
、
苫
小
牧
港

で
始
め
ら
れ
て
い
る
取
り
組
み
の
意
義
、
苫
小

牧
港
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
を
お
示
し
し
ま
す
。

１
．各
輸
送
方
法
に
お
け
る
問
題
と

そ
の
影
響

　
各
輸
送
方
法
に
お
け
る
課
題
と
影
響
を
総
括

し
ま
す
。

　
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
い
て
は
、
人
材
不
足
が

さ
ら
に
深
刻
化
し
、
輸
送
力
の
低
下
、
運
賃
の

（
想
定
以
上
の
）
上
昇
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
地
域
・
荷
主
・
荷
物
の
取
捨
選
択
が

加
速
し
、
海
上
輸
送
、
貨
物
鉄
道
輸
送
双
方
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
フ
ェ
リ
ー
・
R
O
R
O
船
に
よ
る
輸
送
で

は
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
す
る

輸
送
力
の
低
下
、
船
員
、
港
湾
労
働
者
の
担
い

手
不
足
に
よ
る
輸
送
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
燃
料
高
、
環
境
配
慮
型
燃
料
の
サ
プ
ラ
イ

施
設
な
ど
の
整
備
に
伴
う
運
賃
の
上
昇
も
起
こ

り
え
ま
す
。
ま
た
、
万
が
一
に
も
貨
物
鉄
道
の

輸
送
力
が
喪
失
し
て
し
ま
っ
た
場
合
や
低
下
し

た
場
合
に
は
、
将
来
的
な
輸
送
需
要
の
高
ま
り

へ
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
貨
物
鉄
道
輸
送
に
つ
い
て
は
、
こ
の
連
載
中

に
大
き
な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
函
館
本
線

（
函
館
・
長
万
部
間
）
で
の
貨
物
鉄
道
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
国
、
道
、
J
R
北
海
道
、
J
R

貨
物
の
4
者
で
実
務
者
レ
ベ
ル
で
の
情
報
交
換

会
で
議
論
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
7
月

26
日
に
、
貨
物
鉄
道
輸
送
を
維
持
す
る
方
向
で

一
致
し
た
点
、
有
識
者
会
議
（
年
内
に
設
置
）

で
費
用
負
担
な
ど
の
課
題
を
議
論
し
、

2
0
2
5
年
度
を
め
ど
に
結
論
を
出
す
こ
と
な

ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
（
北
海
道
新
聞
7
月
27

日
朝
刊
）
。
続
い
て
、「
鉄
道
貨
物
輸
送
に
関

す
る
地
域
意
見
交
換
会
」
が
8
月
30
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
貨
物
鉄
道
の
存
続
の
仕
方
に

よ
っ
て
は
、
輸
送
力
の
低
下
、
運
賃
の
上
昇
が

起
こ
り
え
ま
す
。
共
用
走
行
問
題
で
は
輸
送
力

の
低
下
や
需
要
と
の
乖
離
が
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
様
に
い
ず
れ
の
問
題
も
輸
送
力
低
下
と

運
賃
の
上
昇
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
を
内
包
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
貨
物
鉄
道
輸
送
力
の
低
下

に
伴
う
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
力
の
配
分
変
化
、
す
な

わ
ち
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
力
の
地
域
間
、
業
界

間
、
輸
送
方
法
間
で
の
奪
い
合
い
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

２
．北
海
道
の
玄
関
口
「
苫
小
牧
港
」で

進
め
ら
れ
て
い
る
取
り
組
み

7
月
号
で
お
示
し
た
よ
う
に
、（
1
）
苫
小

牧
港
は
単
な
る
「
一
物
流
拠
点
」
で
は
な
く
、

北
海
道
内
の
各
地
域
と
全
国
各
地
を
結
ぶ
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
重
要
拠
点
で
す
。
ま
た
、

（
2
）
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
重
要
拠
点
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、
川
上
・
川
下
の
産
業
・
経
済

が
脆
弱
化
、
も
し
く
は
、
港
湾
と
貨
物
の
発

地
・
着
地
と
の
間
の
輸
送
力
が
低
下
し
た
場
合
、

港
湾
の
も
つ
機
能
の
価
値
が
下
が
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

北
海
道
の
玄
関
口
「
苫
小
牧
港
」
で
進
め
ら
れ

て
い
る
取
り
組
み
3
点
を
、
苫
小
牧
港
管
理
組

合
か
ら
お
貸
し
い
た
だ
い
た
資
料
に
基
づ
い
て

整
理
し
ま
す
。

1
点
目
は
「
港
湾
と
北
海
道
内
地
域
と
を
結

ぶ
輸
送
力
の
強
化
」、
2
点
目
は
「
輸
送
需
要

の
増
加
・
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
む
け
た
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
重
要
拠
点
と
し
て
の
機
能
強

化
」、
そ
し
て
、
3
点
目
は
「
環
境
価
値
の
創

造
」
で
す
。
各
々
に
つ
い
て
、
説
明
し
ま
す
。

﹇
1
﹈
港
湾
と
北
海
道
内
地
域
と
を
結
ぶ

輸
送
力
の
強
化

　
苫
小
牧
港
に
期
待
す
る
1
点
目
の
「
港
湾
と

北
海
道
内
地
域
と
を
結
ぶ
輸
送
力
の
強
化
」
と

し
て
は
、
ま
ず
、
高
規
格
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

2
0
2
0
年
に
は
道
央
自
動
車
道
と
国
道

2
7
6
号
線
を
結
ぶ
拠
点
と
な
る
苫
小
牧
中
央

I
C
が
開
通
し
、
市
街
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向

上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
北
海
道
縦
貫
自
動
車
道

や
北
海
道
横
断
自
動
車
道
、
国
道
36
号
線
な
ど

に
よ
り
、
苫
小
牧
港
と
道
内
主
要
都
市
を
結
ぶ

交
通
網
が
発
達
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
4
年
問

題
に
お
け
る
改
善
基
準
告
示
に
の
っ
と
っ
た
運

行
管
理
上
の
一
つ
の
目
安
と
な
る
片
道
4
時
間

半
で
到
達
可
能
な
地
域
が
大
幅
に
拡
大
い
た
し

ま
し
た
（
図
1
）
。

　
次
い
で
は
、
豊
富
な
調
査
・
研
究
に
基
づ
く

将
来
構
想
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
苫
小
牧
港
管
理

組
合
を
は
じ
め
と
す
る
皆
さ
ま
に
よ
る
綿
密
な

調
査
が
以
前
よ
り
実
施
さ
れ
て
お
り
、
荷
主
企

業
さ
ま
・
物
流
事
業
者
さ
ま
へ
の
綿
密
な
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
な
ど
に
基
づ
い
た
道
内
地
域
間
の

中
継
輸
送
な
ど
、
道
内
の
遠
隔
地
域
か
ら
の

「
苫
小
牧
港
を
介
し
た
一
貫
輸
送
シ
ス
テ
ム
」

の
維
持
・
進
化
に
む
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

﹇
2
﹈
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の

重
要
拠
点
と
し
て
の
機
能
強
化

2
点
目
の
輸
送
需
要
の
増
加
・
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
に
む
け
た
「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
重

要
拠
点
と
し
て
の
機
能
強
化
」
で
は
、
①
新
岸

壁
の
整
備
に
よ
る
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
の
拡
充
、

②
小
口
混
載
コ
ン
テ
ナ
輸
送
支
援
事
業
、
③
荷

役
の
効
率
化
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新

岸
壁
の
整
備
に
よ
る
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
の
拡
充

と
し
て
は
、
令
和
5
年
4
月
よ
り
共
用
さ
れ
る

「
西
港
区
・
中
央
北
ふ
頭
」
で
は
バ
ー
ス
不
足

に
よ
る
混
雑
や
滞
船
の
緩
和
、
荷
捌
き
地
な
ど

背
後
ヤ
ー
ド
の
再
編
に
よ
る
荷
役
の
効
率
化
が

図
ら
れ
ま
し
た
。「
東
港
区
・
周
文
ふ
頭
」
で

は
、
公
共
岸
壁
不
足
の
解
消
を
目
的
と
し
た
複

合
一
貫
輸
送
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
連
続
バ
ー
ス
化
」
に

よ
る
バ
ル
ク
貨
物
の
取
り
扱
い
や
農
水
産
品
輸

送
等
の
利
便
性
向
上
や
、
耐
震
性
の
強
化
に
よ

る
地
震
防
災
へ
の
備
え
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
産
農
水
産
品
の
輸
出
拡
大
や
苫
小
牧

港
の
利
用
拡
大
を
目
的
と
し
た
、
②
小
口
混
載

コ
ン
テ
ナ
輸
送
支
援
事
業
で
は
、
コ
ン
テ
ナ
内

の
空
き
ス
ペ
ー
ス
分
の
増
嵩
費
用
を
「
苫
小
牧

港
利
用
促
進
協
議
会
」
か
ら
の
支
援
に
よ
り
、

コ
ン
テ
ナ
サ
イ
ズ
に
満
た
な
い
少
量
の
荷
物
を

輸
出
す
る
際
の
輸
送
費
を
低
減
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
日
本
港

湾
協
会
企
画
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
（
令
和
４
年

５
月
）。

　
③
荷
役
な
ど
の
効
率
化
で
は
、
従
来
型
の
係

船
柱
か
ら
ク
イ
ッ
ク
リ
リ
ー
ス
フ
ッ
ク
へ
変
更

す
る
こ
と
に
よ
り
、
係
船
作
業
に
要
す
る
時
間

が
大
幅
な
短
縮
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

﹇
3
﹈
環
境
価
値
の
創
造

　
内
航
海
運
に
お
い
て
は
、
急
ピ
ッ
チ
に
「
グ

リ
ー
ン
化
」
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

2
0
2
0
年
1
月
に
発
動
し
た
I

M
O

（In
te

rn
a

tio
n

a
l 

M
a

ritim
e 

O
rganization ：

国
際
海
事
機
関
）
に
よ
る

硫
黄
酸
化
物
（
S
O

X
）
排
出
削
減
に
対
し
、

新
燃
料
油
へ
の
変
更
な
ど
に
よ
り
対
処
し
て

い
る
が
、
次
世
代
船
で
は
L
N
G
船
な
ど
へ

の
切
り
替
え
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

L
N
G
船
へ
の
切
り
替
え
に
よ
り
、
C
0

2
は

25
%
の
削
減
、
N
O

X

は
43
%
の
削
減
、

S
O

X
は
ほ
ぼ
0
に
な
り
ま
す
。
一
方
で
、

L
N
G
な
ど
の
新
燃
料
油
へ
の
変
更
に
伴
い
、

内
燃
機
関
の
開
発
、燃
料
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
構
築
や
バ
ン
カ
リ
ン
グ
施
設
の
整
備
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
背
景
か
ら
、

「C
A

R
B

O
N

 N
E

U
T

R
A

L
 P

O
R

T 
Tom

akom
ai

」
を
目
指
す
苫
小
牧
港
で
は
、

L
N
G
バ
ン
カ
リ
ン
グ
ト
ラ
イ
ア
ル
実
証（
令

和
4
年
9
月
）
を
行
い
な
が
ら
、
環
境
燃
料

サ
プ
ラ
イ
施
設
な
ど
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
備
蓄
機
能
、

北
海
道
内
や
北
日
本
へ
の
供
給
機
能
、
カ
ー

ボ
ン
・
リ
サ
イ
ク
ル
・
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
機
能
の

整
備
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

3
カ
月
間
の
連
載
を
通
じ
、
北
海
道
物
流
に

お
け
る
現
状
と
課
題
、
そ
し
て
、
苫
小
牧
港
に

お
け
る
取
組
を
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
昨
今
の

北
海
道
物
流
の
問
題
の
解
決
に
む
け
、
苫
小
牧

港
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
内
貿
貨
物
量
の
随
一

の
港
湾
と
し
て
、
国
際
拠
点
港
湾
と
し
て
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
重
要
拠
点
と
し
て
、

日
々
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
創
意
工
夫
に
よ
り
、

着
実
に
進
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
急

激
な
（
物
流
や
社
会
情
勢
な
ど
の
）
環
境
変
化

を
鑑
み
る
と
、
予
断
の
許
さ
な
い
状
況
が
続
い

て
い
き
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
に
対
応
し
て

い
く
よ
う
に
、
全
体
の
動
向
を
注
視
し
た
柔
軟

な
対
応
と
未
来
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
継
続
を
期

待
い
た
し
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
連
載

記
事
の
執
筆
に
お
い
て
、
ご
助
力
く
だ
さ
い
ま

し
た
多
く
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
、
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
港
湾

政
策
室
長
山
崎
直
人
さ
ま
を
は
じ
め
と
す
る

苫
小
牧
管
理
組
合
の
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

北海道物流の課題と
輸送力確保にむけた
苫小牧港の取り組み

連載 第3回

図1 港湾と北海道内地域とを結ぶ輸送力の強化

北海商科大学・大学院・商学部
教授 相浦 宣徳
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は
じ
め
に

　
今
月
号
で
は
、
8
月
号
で
示
し
た
（
1
）
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
、（
2
）
フ
ェ
リ
ー
・
R
O
R
O

船
に
よ
る
輸
送
、（
3
）
貨
物
鉄
道
輸
送
各
々

の
問
題
の
復
習
と
そ
れ
ら
に
よ
る
影
響
の
整
理

を
行
い
ま
す
。
次
い
で
、
7
月
号
で
の
「
ふ
た

つ
の
共
通
の
認
識
」
を
踏
ま
え
て
、
苫
小
牧
港

で
始
め
ら
れ
て
い
る
取
り
組
み
の
意
義
、
苫
小

牧
港
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
を
お
示
し
し
ま
す
。

１
．各
輸
送
方
法
に
お
け
る
問
題
と

そ
の
影
響

　
各
輸
送
方
法
に
お
け
る
課
題
と
影
響
を
総
括

し
ま
す
。

　
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
い
て
は
、
人
材
不
足
が

さ
ら
に
深
刻
化
し
、
輸
送
力
の
低
下
、
運
賃
の

（
想
定
以
上
の
）
上
昇
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
地
域
・
荷
主
・
荷
物
の
取
捨
選
択
が

加
速
し
、
海
上
輸
送
、
貨
物
鉄
道
輸
送
双
方
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
フ
ェ
リ
ー
・
R
O
R
O
船
に
よ
る
輸
送
で

は
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
す
る

輸
送
力
の
低
下
、
船
員
、
港
湾
労
働
者
の
担
い

手
不
足
に
よ
る
輸
送
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
燃
料
高
、
環
境
配
慮
型
燃
料
の
サ
プ
ラ
イ

施
設
な
ど
の
整
備
に
伴
う
運
賃
の
上
昇
も
起
こ

り
え
ま
す
。
ま
た
、
万
が
一
に
も
貨
物
鉄
道
の

輸
送
力
が
喪
失
し
て
し
ま
っ
た
場
合
や
低
下
し

た
場
合
に
は
、
将
来
的
な
輸
送
需
要
の
高
ま
り

へ
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
貨
物
鉄
道
輸
送
に
つ
い
て
は
、
こ
の
連
載
中

に
大
き
な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
函
館
本
線

（
函
館
・
長
万
部
間
）
で
の
貨
物
鉄
道
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
国
、
道
、
J
R
北
海
道
、
J
R

貨
物
の
4
者
で
実
務
者
レ
ベ
ル
で
の
情
報
交
換

会
で
議
論
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
7
月

26
日
に
、
貨
物
鉄
道
輸
送
を
維
持
す
る
方
向
で

一
致
し
た
点
、
有
識
者
会
議
（
年
内
に
設
置
）

で
費
用
負
担
な
ど
の
課
題
を
議
論
し
、

2
0
2
5
年
度
を
め
ど
に
結
論
を
出
す
こ
と
な

ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
（
北
海
道
新
聞
7
月
27

日
朝
刊
）
。
続
い
て
、「
鉄
道
貨
物
輸
送
に
関

す
る
地
域
意
見
交
換
会
」
が
8
月
30
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
貨
物
鉄
道
の
存
続
の
仕
方
に

よ
っ
て
は
、
輸
送
力
の
低
下
、
運
賃
の
上
昇
が

起
こ
り
え
ま
す
。
共
用
走
行
問
題
で
は
輸
送
力

の
低
下
や
需
要
と
の
乖
離
が
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
様
に
い
ず
れ
の
問
題
も
輸
送
力
低
下
と

運
賃
の
上
昇
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
を
内
包
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
貨
物
鉄
道
輸
送
力
の
低
下

に
伴
う
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
力
の
配
分
変
化
、
す
な

わ
ち
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
力
の
地
域
間
、
業
界

間
、
輸
送
方
法
間
で
の
奪
い
合
い
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

２
．北
海
道
の
玄
関
口
「
苫
小
牧
港
」で

進
め
ら
れ
て
い
る
取
り
組
み

7
月
号
で
お
示
し
た
よ
う
に
、（
1
）
苫
小

牧
港
は
単
な
る
「
一
物
流
拠
点
」
で
は
な
く
、

北
海
道
内
の
各
地
域
と
全
国
各
地
を
結
ぶ
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
重
要
拠
点
で
す
。
ま
た
、

（
2
）
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
重
要
拠
点
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、
川
上
・
川
下
の
産
業
・
経
済

が
脆
弱
化
、
も
し
く
は
、
港
湾
と
貨
物
の
発

地
・
着
地
と
の
間
の
輸
送
力
が
低
下
し
た
場
合
、

港
湾
の
も
つ
機
能
の
価
値
が
下
が
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

北
海
道
の
玄
関
口
「
苫
小
牧
港
」
で
進
め
ら
れ

て
い
る
取
り
組
み
3
点
を
、
苫
小
牧
港
管
理
組

合
か
ら
お
貸
し
い
た
だ
い
た
資
料
に
基
づ
い
て

整
理
し
ま
す
。

1
点
目
は
「
港
湾
と
北
海
道
内
地
域
と
を
結

ぶ
輸
送
力
の
強
化
」、
2
点
目
は
「
輸
送
需
要

の
増
加
・
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
む
け
た
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
重
要
拠
点
と
し
て
の
機
能
強

化
」、
そ
し
て
、
3
点
目
は
「
環
境
価
値
の
創

造
」
で
す
。
各
々
に
つ
い
て
、
説
明
し
ま
す
。

﹇
1
﹈
港
湾
と
北
海
道
内
地
域
と
を
結
ぶ

輸
送
力
の
強
化

　
苫
小
牧
港
に
期
待
す
る
1
点
目
の
「
港
湾
と

北
海
道
内
地
域
と
を
結
ぶ
輸
送
力
の
強
化
」
と

し
て
は
、
ま
ず
、
高
規
格
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

2
0
2
0
年
に
は
道
央
自
動
車
道
と
国
道

2
7
6
号
線
を
結
ぶ
拠
点
と
な
る
苫
小
牧
中
央

I
C
が
開
通
し
、
市
街
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向

上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
北
海
道
縦
貫
自
動
車
道

や
北
海
道
横
断
自
動
車
道
、
国
道
36
号
線
な
ど

に
よ
り
、
苫
小
牧
港
と
道
内
主
要
都
市
を
結
ぶ

交
通
網
が
発
達
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
4
年
問

題
に
お
け
る
改
善
基
準
告
示
に
の
っ
と
っ
た
運

行
管
理
上
の
一
つ
の
目
安
と
な
る
片
道
4
時
間

半
で
到
達
可
能
な
地
域
が
大
幅
に
拡
大
い
た
し

ま
し
た
（
図
1
）
。

　
次
い
で
は
、
豊
富
な
調
査
・
研
究
に
基
づ
く

将
来
構
想
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
苫
小
牧
港
管
理

組
合
を
は
じ
め
と
す
る
皆
さ
ま
に
よ
る
綿
密
な

調
査
が
以
前
よ
り
実
施
さ
れ
て
お
り
、
荷
主
企

業
さ
ま
・
物
流
事
業
者
さ
ま
へ
の
綿
密
な
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
な
ど
に
基
づ
い
た
道
内
地
域
間
の

中
継
輸
送
な
ど
、
道
内
の
遠
隔
地
域
か
ら
の

「
苫
小
牧
港
を
介
し
た
一
貫
輸
送
シ
ス
テ
ム
」

の
維
持
・
進
化
に
む
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

﹇
2
﹈
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の

重
要
拠
点
と
し
て
の
機
能
強
化

2
点
目
の
輸
送
需
要
の
増
加
・
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
に
む
け
た
「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
重

要
拠
点
と
し
て
の
機
能
強
化
」
で
は
、
①
新
岸

壁
の
整
備
に
よ
る
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
の
拡
充
、

②
小
口
混
載
コ
ン
テ
ナ
輸
送
支
援
事
業
、
③
荷

役
の
効
率
化
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新

岸
壁
の
整
備
に
よ
る
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
の
拡
充

と
し
て
は
、
令
和
5
年
4
月
よ
り
共
用
さ
れ
る

「
西
港
区
・
中
央
北
ふ
頭
」
で
は
バ
ー
ス
不
足

に
よ
る
混
雑
や
滞
船
の
緩
和
、
荷
捌
き
地
な
ど

背
後
ヤ
ー
ド
の
再
編
に
よ
る
荷
役
の
効
率
化
が

図
ら
れ
ま
し
た
。「
東
港
区
・
周
文
ふ
頭
」
で

は
、
公
共
岸
壁
不
足
の
解
消
を
目
的
と
し
た
複

合
一
貫
輸
送
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
連
続
バ
ー
ス
化
」
に

よ
る
バ
ル
ク
貨
物
の
取
り
扱
い
や
農
水
産
品
輸

送
等
の
利
便
性
向
上
や
、
耐
震
性
の
強
化
に
よ

る
地
震
防
災
へ
の
備
え
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
産
農
水
産
品
の
輸
出
拡
大
や
苫
小
牧

港
の
利
用
拡
大
を
目
的
と
し
た
、
②
小
口
混
載

コ
ン
テ
ナ
輸
送
支
援
事
業
で
は
、
コ
ン
テ
ナ
内

の
空
き
ス
ペ
ー
ス
分
の
増
嵩
費
用
を
「
苫
小
牧

港
利
用
促
進
協
議
会
」
か
ら
の
支
援
に
よ
り
、

コ
ン
テ
ナ
サ
イ
ズ
に
満
た
な
い
少
量
の
荷
物
を

輸
出
す
る
際
の
輸
送
費
を
低
減
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
日
本
港

湾
協
会
企
画
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
（
令
和
４
年

５
月
）。

　
③
荷
役
な
ど
の
効
率
化
で
は
、
従
来
型
の
係

船
柱
か
ら
ク
イ
ッ
ク
リ
リ
ー
ス
フ
ッ
ク
へ
変
更

す
る
こ
と
に
よ
り
、
係
船
作
業
に
要
す
る
時
間

が
大
幅
な
短
縮
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

﹇
3
﹈
環
境
価
値
の
創
造

　
内
航
海
運
に
お
い
て
は
、
急
ピ
ッ
チ
に
「
グ

リ
ー
ン
化
」
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

2
0
2
0
年
1
月
に
発
動
し
た
I

M
O

（In
te

rn
a

tio
n

a
l 

M
a

ritim
e 

O
rganization ：

国
際
海
事
機
関
）
に
よ
る

硫
黄
酸
化
物
（
S
O

X
）
排
出
削
減
に
対
し
、

新
燃
料
油
へ
の
変
更
な
ど
に
よ
り
対
処
し
て

い
る
が
、
次
世
代
船
で
は
L
N
G
船
な
ど
へ

の
切
り
替
え
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

L
N
G
船
へ
の
切
り
替
え
に
よ
り
、
C
0

2
は

25
%
の
削
減
、
N
O

X

は
43
%
の
削
減
、

S
O

X
は
ほ
ぼ
0
に
な
り
ま
す
。
一
方
で
、

L
N
G
な
ど
の
新
燃
料
油
へ
の
変
更
に
伴
い
、

内
燃
機
関
の
開
発
、燃
料
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
構
築
や
バ
ン
カ
リ
ン
グ
施
設
の
整
備
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
背
景
か
ら
、

「C
A

R
B

O
N

 N
E

U
T

R
A

L
 P

O
R

T 
Tom

akom
ai

」
を
目
指
す
苫
小
牧
港
で
は
、

L
N
G
バ
ン
カ
リ
ン
グ
ト
ラ
イ
ア
ル
実
証（
令

和
4
年
9
月
）
を
行
い
な
が
ら
、
環
境
燃
料

サ
プ
ラ
イ
施
設
な
ど
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
備
蓄
機
能
、

北
海
道
内
や
北
日
本
へ
の
供
給
機
能
、
カ
ー

ボ
ン
・
リ
サ
イ
ク
ル
・
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
機
能
の

整
備
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

3
カ
月
間
の
連
載
を
通
じ
、
北
海
道
物
流
に

お
け
る
現
状
と
課
題
、
そ
し
て
、
苫
小
牧
港
に

お
け
る
取
組
を
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
昨
今
の

北
海
道
物
流
の
問
題
の
解
決
に
む
け
、
苫
小
牧

港
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
内
貿
貨
物
量
の
随
一

の
港
湾
と
し
て
、
国
際
拠
点
港
湾
と
し
て
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
重
要
拠
点
と
し
て
、

日
々
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
創
意
工
夫
に
よ
り
、

着
実
に
進
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
急

激
な
（
物
流
や
社
会
情
勢
な
ど
の
）
環
境
変
化

を
鑑
み
る
と
、
予
断
の
許
さ
な
い
状
況
が
続
い

て
い
き
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
に
対
応
し
て

い
く
よ
う
に
、
全
体
の
動
向
を
注
視
し
た
柔
軟

な
対
応
と
未
来
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
継
続
を
期

待
い
た
し
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
連
載

記
事
の
執
筆
に
お
い
て
、
ご
助
力
く
だ
さ
い
ま

し
た
多
く
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
、
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
港
湾

政
策
室
長
山
崎
直
人
さ
ま
を
は
じ
め
と
す
る

苫
小
牧
管
理
組
合
の
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

1969年生まれ。新潟県出身。
2000年北海道大学大学院修了・博士

（工学）を取得後、京都大学工学部・助
手などを経て、2011年より現職北海
商科大学・大学院・商学部・教授に着任
専門は、地域物流・ロジスティクス

図2 新岸壁の整備によるキャパシティーの拡充

北海商科大学・大学院・商学部
教授 相浦 宣徳
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　苫小牧港開港60周年を記念し、
制作されたシンボリックモニュメ
ント「PORT OF TOMAKOMAI
（ポートオブトマコマイ）」の除
幕・点灯セレモニーが8月18日に
キラキラ公園で行われた。苫小牧
港管理組合管理者である岩倉博文
苫小牧市長や港関係者がセレモ
ニーに参加し、当所からは宮本知
治会頭、関根久修副会頭が出席し
た。セレモニーが行われた8月18日
は、今から72年前の1951年に苫小
牧港起工式が行われた記念すべき日
であり、来賓からは開港60周年を
迎えた苫小牧港へのさらなる発展と
活躍に期待を込めてあいさつが行わ
れた。特別ゲストに北海道日本ハム
ファイターズのファイターズガール

が登場し、来賓や関係者とともにモ
ニュメントの除幕を行った。その
後、ファイターズガールによるダン
スパフォーマンスが披露され、セレ
モニーの観客たちを沸かせた。
　 設 置 さ れ た モ ニ ュ メ ン ト は
「TOMAKOMAI」の文字が白と青
で交互に彩られていて、港に出入

りする船からも見えるように工夫
が施されている。「苫小牧港の象
徴であり、多くの方に愛されるよ
うに」という思いがモニュメント
に込められていて、夜間はライト
アップされ、苫小牧港を彩る新た
な注目スポットとなっている。

苫小牧港開港60周年記念　シンボリックモニュメント設置

新入職員紹介

苫小牧商工会議所に9月1日付で
2名の新入職員が採用されました。
今後さまざまな業務で
会員の皆さまにお会いいたします。
どうぞよろしくお願いいたします。

総務部総務課総務係

井上 美穂
■本人より一言
「早く業務に習熟し、会員の皆さまのお
役に立てるよう頑張りたいと思います。
よろしくお願いいたします。」

総務部総務課総務係

木村 恭太朗
■本人より一言
「不慣れですが、一生懸命に頑張ります。
どうぞよろしくお願いいたします。」

セレモニー参加者で記念撮影

日本政策金融公庫中小企業事業部 希望する方はお電話でお問い合わせください。

中小企業団体中央会 毎週水曜日 10：00‒12：00

北海道信用保証協会経営相談 第1・第2木曜日 10：00‒16：00

日本政策投資銀行 希望する方はお電話でお問い合わせください。

事業経営に必要な専門的アドバイスは、
商工会議所・中小企業相談所の専門相談員にご相談ください。
事前予約が必要な場合がございますのでまずはご連絡ください。専門相談室 2023年10月の予定ご利用

ください

経営相談

岩佐秀明氏
中小企業
診断士

【11月を予定】

登記相談

上瀬戸拓也氏司法書士

【随時】

法律相談

岡田秀樹氏弁護士

【10／4（水）13：00-15：00】

許認可申請相談

山口美津男氏行政書士

【随時（月・水・金）】

発明・特許相談

内藤拓郎氏弁理士

【11月を予定】

税務相談

別段　清氏税理士

【常駐　10：00-16：00】

労務相談

定蛇　萌氏
社会保険
労務士

【10／17（火）13：00-15：00】

各種相談を
希望される方

苫小牧商工会議所に
TEL（予約手続き）

当日予約時間に
お越しください

予約・お問い合わせ

苫小牧商工会議所・地域振興課

TEL : 61-1130
※事業承継相談は地域振興課まで

10月1日からインボイス制度がスタート！

苫小牧商工会議所オリジナルの「インボイス発行事業者登録済ステッカー」を配布しています。
・すでに受け取られた方は申込書が不要です。商工会議所３階窓口にお越しください。
・ 新たに受け取りを希望される方は、申込書に必要事項を記入の
上、商工会議所３階窓口にお越しください。

申込書・詳細は苫小牧商工会議所HPから
https://tomakomaicci.jp/pages/405/detail=1/b_id=988/r_id=782

すでに受け取られた方もOK!!

事業推進課
TEL ：61-1191

お問い合わせ先

苫小牧会議所オリジナル
インボイス発行事業者登録済ステッカー

事業所名 代表者名 住所 事業内容

b
ビューティー
eauty s

サロン
alon T

トゥインクル
winkle T

トゥインクル
winkle 石井 夕生 弥生町 エステサロン

マルハナ石田商会 石田 英人 北光町 絵本カフェ＆居酒屋
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日本政策金融公庫中小企業事業部 希望する方はお電話でお問い合わせください。

中小企業団体中央会 毎週水曜日 10：00‒12：00

北海道信用保証協会経営相談 第1・第2木曜日 10：00‒16：00

日本政策投資銀行 希望する方はお電話でお問い合わせください。

事業経営に必要な専門的アドバイスは、
商工会議所・中小企業相談所の専門相談員にご相談ください。
事前予約が必要な場合がございますのでまずはご連絡ください。専門相談室 2023年10月の予定ご利用

ください

経営相談

岩佐秀明氏
中小企業
診断士

【11月を予定】

登記相談

上瀬戸拓也氏司法書士

【随時】

法律相談

岡田秀樹氏弁護士

【10／4（水）13：00-15：00】

許認可申請相談

山口美津男氏行政書士

【随時（月・水・金）】

発明・特許相談

内藤拓郎氏弁理士

【11月を予定】

税務相談

別段　清氏税理士

【常駐　10：00-16：00】

労務相談

定蛇　萌氏
社会保険
労務士

【10／17（火）13：00-15：00】

各種相談を
希望される方

苫小牧商工会議所に
TEL（予約手続き）

当日予約時間に
お越しください

予約・お問い合わせ

苫小牧商工会議所・地域振興課

TEL : 61-1130
※事業承継相談は地域振興課まで

新入会員のご紹介 2023年8月入会の事業所を紹介します。（敬称略、会員番号順）

事業所名 代表者名 住所 事業内容

b
ビューティー
eauty s

サロン
alon T

トゥインクル
winkle T

トゥインクル
winkle 石井 夕生 弥生町 エステサロン

マルハナ石田商会 石田 英人 北光町 絵本カフェ＆居酒屋

日 時：2023年11月1日（水）14：00～16：30
場 所：ホテルウイングインターナショナル苫小牧 2階 第1ホール

（苫小牧市表町5-7-1）
定 員：30名
申込締切：10月25日（水）
申込方法：会議所HP、または同封チラシにあるQRより

専用申込フォームにアクセスし申込

年末調整事務の実践ポイントがよくわかる！
実務経験者向けのセミナーです。

年末調整の
実務セミナー
開講します！

詳細は同封チラシをご確認ください！
講　師

税理士 中島 由雅氏
（中央税務会計事務所 所長）

編 集 後 記
今年の夏はお祭りやイベントは楽しみましたか？私は9月2・3日に開催されたミライ
フェストへ取材に行き、フェスの雰囲気を満喫しました！帰宅後、顔が真っ赤にな
るくらい日焼けしてしまいましたが、楽しい思い出となりました。（あずき）

申込みフォームは
こちら
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発行所 苫小牧市表町1丁目1番13号
Tel 61-1030  Fax 32-6058

発行人・編集人
ホームページ
E-mail

末松　仁
https://tomakomaicci.jp
tcci@ains.tomakomai.or.jp
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取引当事者間で直接に連絡・交渉するものとし、トラブル等が生じた場合、苫小牧商工会議所は一切の責任を負いません。
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▶︎

店舗情報会員さん  こんにちは

スペースの貸し出しも行っている左から北村さん、野宮さん 月・水・金の朝8時30分からせりが行
われる

せりの様子

（株）苫花

　
今
回
ご
紹
介
す
る
会
員
さ
ん
は
、
花

の
仲
卸
と
苫
小
牧
地
方
卸
売
市
場
の
運

営
・
管
理
を
行
う
「
㈱
苫
花
」。
市
場
長

の
北
村
徹
夫
さ
ん
と
、
取
締
役
部
長
の

野
宮
健
佑
さ
ん
に
、
事
業
と
今
後
の
挑

戦
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

仲
卸
業
と
市
場
管
理
の

二
刀
流

　
2
0
1
2
年
に
設
立
さ
れ
た
花
の
仲

卸
業
を
営
む
㈱
苫
花
。
苫
小
牧
市
内
を

中
心
に
伊
達
や
襟
裳
の
花
屋
ま
で
花
を

卸
し
て
い
る
。
物
流
拠
点
で
あ
る
苫
小

牧
に
は
、
多
く
の
種
類
の
花
が
道
内
外
・

海
外
か
ら
船
や
飛
行
機
で
集
ま
る
た
め
、

苫
小
牧
卸
売
市
場
に
は
市
内
だ
け
で
は

な
く
、
近
隣
の
千
歳
や
伊
達
を
は
じ
め
、

日
高
地
方
か
ら
も
買
い
付
け
に
来
て
い

る
。
苫
小
牧
は
人
口
に
対
し
て
花
屋
の

数
が
多
く
、
花
の
消
費
も
個
人
よ
り
企

業
に
よ
る
消
費
が
多
い
の
が
特
徴
だ
と

い
う
。

　
そ
し
て
、
2
0
2
3
年
１
月
に
公
設

地
方
卸
売
市
場
か
ら
民
設
に
な
っ
た
苫

花
地
方
卸
売
市
場
。
市
が
生
産
お
よ
び

流
通
の
円
滑
化
と
市
民
等
へ
の
花
の
普

及
を
図
る
た
め
、
公
募
を
経
て
同
社
に

施
設
を
売
却
。「
苫
花
地
方
卸
売
市
場
」

を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

卸
売
市
場
・
卸
売
業
・

仲
卸
業
の
関
係
っ
て
？
？

  

花
の
流
通
は
、
卸
売
業
者
（
苫
花
地
方

卸
売
市
場
で
は
苫
小
牧
中
央
花
卉
㈱
が

請
け
負
う
）
が
全
国
各
地
の
生
産
者
や

海
外
か
ら
仕
入
れ
た
花
を
卸
売
市
場
で

競
り
を
行
い
、
仲
卸
業
者
や
花
屋
へ
流
通

さ
せ
て
い
る
。
仲
卸
業
者
は
主
と
し
て
卸

売
業
者
か
ら
ま
と
め
て
仕
入
れ
て
小
分
け

に
し
て
花
屋
へ
流
通
さ
せ
る
機
能
も
持
っ

て
お
り
、
こ
の
卸
売
市
場
・
卸
売
業
・
仲

卸
業
の
持
つ
機
能
に
よ
り
、
私
た
ち
が
多

種
多
様
な
花
々
を
安
定
し
て
買
う
こ
と
が

で
き
て
い
る
。

も
っ
と
花
に
触
れ
て
も
ら
う

機
会
を

　
市
民
に
と
っ
て
な
じ
み
の
な
い
卸
売

市
場
を
身
近
な
場
所
に
変
え
る
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
最
中
の
同
社
。

「
こ
れ
か
ら
は
こ
の
場
所
を
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
花
に
触

れ
て
も
ら
う
機
会
を
ど
ん
ど
ん
増
や
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
花
き

業
界
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
も
、

花
を
購
入
し
て
く
れ
る
人
の
裾
野
を
広

げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
」
と
野
宮

さ
ん
は
話
す
。
第
1
弾
の
取
り
組
み
と

し
て
、
市
場
長
の
北
村
さ
ん
が
会
長
を

務
め
る
市
場
活
性
化
連
絡
協
議
会
で
は
、

花
の
移
動
販
売
「
フ
ラ
ワ
ー
カ
ー
」
を

７
月
に
実
施
し
た
。
普
段
、
花
を
購
入

す
る
機
会
が
な
い
方
に
も
気
軽
に
手
に

し
て
も
ら
え
る
機
会
と
し
て
、
購
入
し

や
す
い
価
格
の
花
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

や
珍
し
い
花
を
用
意
し
、
生
花
に
限
ら

ず
、
花
を
使
っ
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど

も
用
意
。
多
く
の
市
民
の
方
が
足
を
止

め
、
花
を
手
に
し
て
く
れ
る
な
ど
大
き

な
手
ご
た
え
と
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
市
民
と
の
接
点
を
増
や
そ
う

と
、
市
場
の
一
室
を
イ
ベ
ン
ト
に
利
用
で

き
る
場
所
と
し
て
改
装
し
、
花
に
ま
つ
わ

る
催
し
を
開
く
こ
と
を
条
件
に
外
部
に
も

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
る
。
カ
フ
ェ
を
思

わ
せ
る
お
し
ゃ
れ
な
ホ
ー
ル
で
は
、
す
で

に
市
民
に
向
け
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
教
室
を
開
催
し
て
お
り
、
す
ぐ
に
定

員
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
な
ど
、
好
評
を
得

て
い
る
。

市
場
か
ら

花
と
緑
の
価
値
を
発
信

　
最
後
に
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
尋
ね

る
と
、「
自
分
た
ち
だ
け
の
イ
ベ
ン
ト
だ

け
で
な
く
、
花
き
業
界
以
外
の
企
業
や

団
体
の
方
と
一
緒
に
企
画
や
活
動
で
き
た

ら
」
と
北
村
さ
ん
は
答
え
る
。
イ
ベ
ン
ト

を
き
っ
か
け
に
花
に
継
続
的
に
触
れ
て

も
ら
い
、
暮
ら
し
の
中
に
花
の
存
在
を

当
た
り
前
に
し
た
い
と
期
待
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
る
。

　
ま
た
、
市
場
が
『
花
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
う
場
所
な
ん
だ
』

と
思
わ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」
と

決
意
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
よ
り
発
信
に

も
力
を
入
れ
、「
仲
卸
業
と
し
て
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
で
き
る
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
、
仕
組
み
作
り
を
し
て
い
き

た
い
」
と
野
宮
さ
ん
は
力
強
く
語
っ
た
。

　コスプレフェスタの撮影場所に市場を
開放するなど、多方面に市場の開放を進
めている同社。同日に、市場を利用して市
民に向けたイベントも企画しているようで、
今からどんな内容になるのかとても楽しみ
です。ある研究データでは花の癒やし効
果が医学的にも証明されており、労働効率
の上昇や、ストレスの軽減が期待できると
いいます。ぜひ、家庭や職場などで花に
親しむ機会を増やしたり、大切な人に花を
贈ってみたりしてみてはいかがでしょうか。
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